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フ
ラ
ン
ス
革
命
と
ナ
ポ
レ
オ
ン
(
第
一
囘
) 

高
田 

友 

 

(
一
) 

革
命
以
前
の
フ
ラ
ン
ス
の
政
治
體
制
を
「
ア
ン
シ
ἀ
ン
レ
ジ
ổ
ム
(A

ncien régim
e

)」
と
言
ふ
。
英
語
な

れ
ばancient regim

e
。
英
語
のregim

e

に
も
「
政
府
・
政
權
・
社
會
制
度
」
な
ど
の
意
あ
り
。
但
、
英

語
のregim

e

は
フ
ラ
ン
ス
語
のregim

e

に
由
來
す
る
も
、
通
常
は
封
建
的
な
る
好
ま
し
か
ら
ざ
る
意
味

に
て
用
ゐ
ら
る
。
英
語
のregim

e
も
、
發
音
は
フ
ラ
ン
ス
語
と
同
じ
レ
ジ
ổ
ム[rəʒíːm

]

。 

 

ア
ン
シ
ἀ
ン
レ
ジ
ổ
ム
の
下
に
て
は
、
國
民
は
三
つ
の
身
分
に
區
分
け
せ
ら
れ
た
り
。 

 

第
一
身
分
は
「
聖
職
者
」、
第
二
身
分
は
「
貴
族
」、
第
三
身
分
は
「
平
民
(
市
民
農
民
)」。
當
時
、
フ
ラ

ン
ス
の
人
口
は
二
千
數
百
萬
な
れ
ど
、
そ
の
う
ち
、
第
一
第
二
身
分
は
人
口
の
僅
々
二%

に
該 あ

た

る
五
十
數
萬

の
み
。 

 

「
全
國
三
部
會
」
な
る
國
會
は
設
置
せ
ら
れ
た
れ
ど
、
一
六
一
四
年
以
來
、
旣
に
百
七
十
年
に
亘
り
て
召

集
せ
ら
る
る
こ
と
な
か
り
き
。 

 

か
か
る
少
數
の
特
權
階
級
の
み
に
て
國
を
差
配
し
、
農
民
に
苛
斂
誅
求
を
強
ふ
。
加
之
、
自
ら
は
免
稅
特

權
を
謳
歌
し
て
已
ま
ず
。 

 

ア
ン
シ
ἀ
ン
レ
ジ
ổ
ム
の
時
代
は
「
絕
對
王
政
」
と
は
呼
ば
る
れ
ど
、
王
と
雖
も
聖
職
者
お
よ
び
貴
族
に

讓
步
せ
ざ
る
能
は
ざ
る
な
り
。 

 

特
權
階
級
の
中
に
「
新
貴
族
」
あ
り
。
こ
れ
す
な
は
ち
革
命
の
要

か
な
め

と
ぞ
な
り
し
。
富
裕
な
る
市
民
、
金

の
力
を
以
て
官
職
を
得
、
第
二
身
分
と
し
て
認
め
ら
る
る
に
至
り
た
り
き
。
モ
ン
テ
ス
キ
ἁ
ổ
、
ヴ
Ỿ
ル
テ

ổ
ル
、
ル
ソ
ổ
抔 な

ど

、
十
八
世
紀
フ
ラ
ン
ス
の
啓
蒙
思
想
家
の
訴
ふ
る
理
想
、
か
か
る
エ
リ
ổ
ト
層
の
中
へ
浸

透
す
る
所
と
こ
そ
は
な
り
に
け
れ
。 

 

第
三
身
分
ま
た
必
ず
し
も
團
結
す
る
に
至
ら
ず
。
地
主
抔
上
級
市
民
は
第
三
身
分
と
は
い
へ
ど
、
第
一
第

二
身
分
と
共
通
の
利
害
を
有
し
た
れ
ば
、
一
般
市
民
と
苦
樂
を
共
に
す
る
は
難
か
り
き
。
然
れ
ど
も
、
第
三

身
分
に
あ
り
て
も
、
辯
護
士
、
醫
師
、
學
者
、
ま
た
成
功
し
た
る
商
工
業
者
は
下
層
市
民
の
リ
ổ
ダ
ổ
シ
ỿ

プ
を
執
り
て
、
革
命
へ
の
道
を
開
き
つ
つ
あ
り
き
。 

 

富
も
權
力
も
な
き
眞
の
下
層
市
民
は
「
サ
ン
キ
ἁ
ロ
ỿ
ト
(sans-culotte

)」
と
呼
稱
せ
ら
れ
た
り
。sans

は
前
置
詞
に
て
、
英
語
のw

ithout

。「
キ
ἁ
ロ
ỿ
ト
(
半
ズ
ボ
ン
)
を
持
た
ざ
る
者
」
の
謂
ひ
な
り
。
貴
族

は
宮
廷
に
て
キ
ἁ
ロ
ỿ
ト
を
著
用
し
た
れ
ば
な
り
。「
サ
ン
ス
ổ
シ
ổ
宮
殿
」
の
「
無
憂
宮
」
な
る
を
思
ひ

起
し
た
ま
へ
。(
ド
イ
ツ
に
て
も
フ
ラ
ン
ス
語
を
用
ゐ
る
が
粹
な
り
と
思
は
れ
た
り
) 

農
民
の
中
に
て
も
多
數
を
占
む
る
小
作
農
は
メ
チ
ỽ
と
呼
ば
れ
、
そ
の
課
せ
ら
れ
た
る
稅
率
、
收
穫
の
二

十%

に
及
び
し
な
り
。 
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(
二
) 

 

當
時
の
王
は
ル
イ
十
六
世
な
り
し
が
、
五
世
祖
父
(
高
祖
父
の
父
／
五
代
前
)
な
れ
ど
二
代
前
の
王
た
る

ル
イ
十
四
世
以
來
、
財
政
逼
迫
し
た
る
に
、
浪
費
・
戰
爭
・
貴
族
に
給
す
る
年
金
、
加
ふ
る
に
英
國
に
對
抗

せ
む
と
て
米
國
の
獨
立
運
動
を
支
援
し
た
る
が
た
め
に
、
革
命
直
前
に
は
そ
の
逼
迫
如
何
と
も
す
る
な
き

窮
乏
に
瀕
し
て
あ
り
き
。 

 

し
か
も
な
ほ
、
こ
の
時
期
に
至
り
て
、
財
政
愈
〻
難
澁
を
窮
む
。
さ
は
、
①
生
產
過
剰
に
據
る
葡
萄
酒
の

價
格
下
落
、
②
異
常
氣
候
に
起
因
す
る
穀
物
の
不
作
、
③
英
佛
通
商
條
約
締
結
せ
ら
れ
た
る
に
由
り
て
國
內

產
業
不
振
に
陷
る
、
の
三
つ
の
大
い
な
る
原
因
あ
り
き
。 

 

ル
イ
十
六
世
、
重
農
主
義
經
濟
學
者
テ
ἁ
ル
ゴ
ổ
ま
た
ス
イ
ス
人
銀
行
家
ネ
ỿ
ケ
ル
(
國
民
に
人
氣
あ
り
)

抔
を
し
て
財
政
を
擔
は
し
め
た
る
が
、
特
權
身
分
に
稅
を
課
す
る
の
難
題
を
解
決
す
る
を
得
ず
し
て
改
革

は
挫
折
し
、
剩
へ
特
權
身
分
さ
へ
王
に
反
感
を
抱
く
に
至
る
。
豈
圖
ら
む
、
百
七
十
年
開
か
れ
ざ
り
し
全
國

三
部
會
の
召
集
を
要
求
し
た
る
は
、
第
三
身
分
に
は
あ
ら
で
、
特
權
身
分
な
り
し
と
は
。
拱
手
傍
觀
せ
む
か
、

財
政
危
機
に
て
國
家
の
存
立
危
ふ
か
ら
む
と
見
た
る
國
王
は
こ
の
要
求
を
呑
む
。 

(
三
) 

 

三
部
會
の
開
か
れ
た
る
は
一
七
八
九
年
五
月
の
儀
に
し
て
、
開
催
地
は
ヴ
ỽ
ル
サ
イ
ユ
な
り
き
。
ヴ
ỽ
ル

サ
イ
ユ
は
パ
リ
を
離
る
こ
と
南
西
二
十
粁
。
議
員
の
人
數
は
、
第
一
、
第
二
、
第
三
身
分
そ
れ
ぞ
れ
約
三
百

人
、
三
百
人
、
六
百
人
な
り
き
。
聖
職
者
議
員
さ
こ
そ
は
神
に
仕
ふ
る
身
な
れ
、
平
民
に
同
情
的
な
る
人
も

尠
な
か
ら
ず
。
シ
ỽ
イ
エ
ス
神
父
を
そ
の
首
魁
と
す
。
ま
た
、
ミ
ラ
ボ
ổ
は
父
は
伯
爵
な
り
け
れ
ど
、
當
人

は
開
明
派
に
て
、
第
三
身
分
と
第
二
身
分
の
雙
方
の
議
員
に
選
出
せ
ら
る
る
も
、
第
三
身
分
の
議
席
を
選
び

た
り
き
。
リ
ベ
ラ
ル
に
穢
猥

を
わ
い

に
塗
れ
た
る
人
多
き
は
周
知
の
こ
と
な
れ
ど
、
あ
あ
吃
驚
措
く
能
は
ず
と
言
ふ

べ
け
む
や
、
一
七
九
一
年
に
病
死
し
た
る
後
、
國
王
よ
り
賄
賂
を
得
た
り
し
の
儀
發
覺
せ
り
。 

 

一
七
八
九
年
六
月
、
三
部
會
に
於
て
第
三
身
分
の
議
員
連
は
個
人
別
投
票
を
要
求
す
。
特
權
身
分
は
、
身

分
別
の
投
票
を
要
求
せ
り
。
言
ふ
に
及
ば
ず
、
個
人
別
投
票
な
ら
ば
無
慮(about)

六
〇
〇vs

六
〇
〇
。
身

分
別
投
票
な
ら
ば
一vs

二
に
て
第
三
身
分
に
不
利
な
れ
ば
な
り
。第
一
第
二
身
分
の
讓
ら
ざ
る
が
ゆ
ゑ
に
、

第
三
身
分
は
國
民
議
會
を
創
設
し
、
我
儕
こ
そ
議
會
な
れ
と
主
張
す
。
而
し
て
、
憲
法
制
定
す
る
を
得
ず
ん

ば
解
散
せ
じ
と
宣
言
す
。
テ
ニ
ス
コ
ổ
ト
に
て
宣
言
を
發
し
た
る
に
據
り
て
、「
テ
ニ
ス
コ
ổ
ト
の
誓
ひ
」

と
名
付
け
ら
る
。 

 

ヴ
ỽ
ル
サ
イ
ユ
宮
殿
に
あ
り
し
國
王
こ
れ
を
認
め
、
特
權
階
級
に
も
參
加
す
べ
く
促
し
た
り
。
そ
の
名
も

「
憲
法
制
定
國
民
議
會
」
と
改
め
ら
れ
た
り
。
第
三
身
分
は
國
王
の
志
我
に
あ
り
と
し
て
、
何
爲
欣
喜
雀
躍

せ
で
あ
る
べ
け
む
。 

 

然
而
、
君
王
約
を
違
ふ
る
あ
り
。
側
近
に
使
嗾
せ
ら
れ
て
ネ
ỿ
ケ
ル
を
罷
免
し
、
軍
を
幕
下
に
召
じ
て
事
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を
構
へ
む
と
す
。
巴
里
市
民
悲
憤
慷
慨
せ
ず
ん
ば
あ
ら
ず
。
七
月
十
四
日
(
一
七
八
九
)
小
銃
大
砲
を
軍
よ

り
奪
ひ
て
蹶
起
し
、
バ
ス
テ
ỻ
ổ
ユ
監
獄
を
襲
撃
し
て
王
黨
派
を
虐
殺
す
。
巴
里
市
⾧
ま
た
刃
を
遁
る
る
能

は
ず
。 

 

新
た
な
る
パ
リ
市
⾧
選
出
せ
ら
れ
、
市
の
政
治
は
市
民
の
掌
握
す
る
所
と
な
る
。 

(
四
) 

 

國
王
悄
然
、
た
だ
ち
に
ネ
ỿ
ケ
ル
を
復
職
せ
し
め
て
國
民
の
憤
怒
を
宥
め
む
と
し
、
加
へ
て
市
民
の
定
め

た
る
市
政
改
革
を
追
認
す
。 

 

こ
れ
が
騷
擾
地
方
に
波
及
し
、
各
地
に
農
民
の
貴
族
・
領
主
を
襲
擊
す
る
あ
り
。
す
な
は
ち
「
大
恐
怖
」

と
呼
ば
る
る
一
揆
な
り
き
。
國
民
議
會
に
て
は
、
騷
動
の
波
及
を
恐
る
る
の
餘
り
、「
封
建
的
特
權
の
廢
止
」

を
宣
言
せ
り
。
い
は
く
免
稅
特
權
、
い
は
く
敎
會
の
十
分
の
一
稅
、
い
は
く
官
職
賣
買
を
停
止
せ
し
め
た
り

き
。 

 

八
月
二
十
六
日
(
一
七
八
九
)、「
人
權
宣
言
」
採
擇
せ
ら
れ
た
り
。
ラ
フ
Ỻ
イ
エ
ỿ
ト
こ
れ
を
指
導
し
て

起
草
せ
し
む
。「
抵
抗
權
」「
國
民
主
權
」「
法
の
支
配
」「
自
由
平
等
」「
言
論
の
自
由
」「
私
有
財
產
の
不
可

侵
」
等
々
民
主
的
規
定
の
定
め
ら
る
。 

 

十
月
初
旬
、
市
民
は
巴
里
よ
り
ヴ
ỽ
ル
サ
イ
ユ
へ
行
進
し
、
國
王
一
家
を
拉
致
し
て
歸
還
す
。
一
に
は
ル

イ
十
六
世
人
權
宣
言
の
裁
可
を
遲
ら
せ
む
と
畫
策
し
、
か
つ
は
パ
リ
の
食
糧
事
情
惡
化
せ
る
が
た
め
に
、
市

民
の
憤
激
を
買
ひ
た
る
が
ゆ
ゑ
な
り
。
國
王
一
家
は
パ
リ
市
內
の
テ
ἁ
イ
ル
リ
ổ
宮
殿
を
行
在
所
と
す
る

を
餘
儀
な
く
せ
ら
る
。 

 

一
七
八
九
よ
り
一
七
九
一
に
至
る
ま
で
、
國
民
議
會
は
著
々
と
改
革
を
進
む
。
特
筆
す
べ
き
は
敎
會
關
係

に
て
、
就
中
敎
會
財
產
國
有
化
と
聖
職
者
民
事
基
本
法
(
公
務
員
化
)
は
佛
蘭
西
の
宗
敎
改
革
と
謂
ひ
て
大

過
な
か
る
べ
し
。 

(
五
) 

一
七
九
一
年
四
月
、
ミ
ラ
ボ
ổ
死
す
。
今
や
穩
健
派
の
首
魁
な
し
。
ル
イ
十
六
世
亦
誰
を
か
恃
ま
む
と
て
、

疑
惧
遣
る
方
な
く
、
六
月
二
十
日
巴
里
を
脫
出
し
て
、
墺
太
利
へ
亡
命
せ
む
と
試
み
け
れ
ど
、
國
境
の
町
ヴ

Ỻ
レ
ン
ヌ
に
て
捉
は
れ
の
身
と
な
る
。
王
妃
マ
リ
ổ
・
ア
ン
ト
ワ
ネ
ỿ
ト
の
母
國
へ
助
け
を
求
め
む
と
は
圖

り
た
る
な
り
。
こ
れ
す
な
は
ち
「
ヴ
Ỻ
レ
ン
ヌ
逃
亡
事
件
」
な
り
。 

 

そ
の
後
、
一
七
九
一
年
七
月
、「
シ
ἀ
ン
・
ド
・
マ
ル
ス
(
練
兵
場
)
の
虐
殺
」
出
來
す
。
抑
〻
ラ
フ
Ỻ

イ
エ
ỿ
ト
將
軍
は
民
衆
の
擁
護
者
と
見
做
さ
れ
て
あ
り
し
が
、
已
哉
、
共
和
派
集
會
の
暴
動
に
變
ず
る
を
懼

れ
て
軍
に
發
砲
を
命
じ
、
五
十
人
に
垂
む
と
す
る
市
民
を
殺
害
せ
し
め
た
り
。
米
獨
立
革
命
に
義
勇
從
軍
せ

し
自
由
の
鬪
士
ラ
フ
Ỻ
イ
エ
ỿ
ト
つ
ひ
に
國
民
に
信
を
失
ひ
、
革
命
の
舞
臺
よ
り
姿
を
消
す
。
ミ
ラ
ボ
ổ
と

並
び
て
フ
ラ
ン
ス
革
命
變
節
漢
の
兩
巨
頭
と
言
は
ざ
る
べ
け
む
や
。 



4 

 

 
「
ヴ
Ỻ
レ
ン
ヌ
逃
亡
事
件
」
に
據
り
て
王
は
國
民
に
信
を
失
ひ
、
民
衆
交
〻
共
和
制
議
論
を
高
む
る
に
至

る
。
い
ま
だ
若
干
保
守
的
な
り
し
議
會
は
妥
協
策
を
講
じ
、
九
月(

一
七
九
一)

、
憲
法
を
制
定
し
て
、
立
憲

君
主
制
を
定
め
た
り
。「
一
七
九
一
年
憲
法
」
と
呼
ぶ
。 

 

こ
の
憲
法
に
よ
り
て
、
國
民
の
完
全
な
る
平
等
の
達
成
せ
ら
れ
た
る
に
は
あ
ら
ず
。
人
を
し
て
啞
然
た
ら

す
む
る
は
、
國
民
を
「
能
動
市
民
」
と
「
受
動
市
民
」
の
二
つ
に
分
割
し
た
る
の
儀
な
り
。
一
定
の
資
產
を

有
す
る
者
の
み
を
「
能
動
市
民
」
と
し
て
選
擧
權
を
與
へ
た
る
な
り
。(to be continued

) 

(
令
和
七
年
二
月
二
十
八
日
受
附
) 

  


